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山の斜 面 にそび え る

「 子 持 ちカ フ ラ」

即

北
園
新
聞
靴
的
手
魏
川
踊
競
総
合
調
査
圃
は
鮒
硼
ま
で

ほ
、流
域
の
代
表
的
な
園
樹
０
一健
殴
診
断
」
を
始
め
た
。

長
い
時
間
と
豊
か
な
自
然
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
霞
樹
は
地

域
的
盤
聾
証
人
で
島
り
、
調
査
緒
製
は
、
世
界
ジ
オ
パ
ー

タ

‐幽
曲
手
駅
用

一
ぬ
自
然
辮
筑
を
次
代
へ
引
き
継
ぐ
た

め
の
賛
虹
な
買
料
と
な
る
。
第
１
蝉
と
し
て
自
由
の
山
中

に
立
つ
樹
齢
千
年
趨
の
「子
持
ち
殉
フ
ラ
転を
調
べ
、　
れ元

気
な
状
態
を
保
っ
て
い
る
」
と
診
断
し
た
。

『毒

勇

事
」
の
幹
回
り
を
冊
測
す
る
日
壼
団
員
＝
■
日
、

山
自

一憧
界
ジ
オ
認
定

樹
本

・
植
物
グ
ル
ー
プ
が

「
石
川
県
巨
樹
的
会
」
と
樹
木

医
り
協
力
で
実
施
す
る
ｕ

自
由
市
の
天
燃
譴
怠
物
で
あ

る
予
持
ち
カ
ツ
ラ
は
、
自
蜂

・

帝
ノ
頑
ぬ
御
巣
脇
曲

（標
高
１

４
０
０
紆
）北
側
斜
面
に
史
つ
け

市
の
ホ
ー
ム
式
―
ジ
に
よ
る
と

幹
団
り
１５

・
６
活
、樹
高
嶋
肝
。

県
肉
で
最
大
の
カ
ツ
ラ
で
、
県

臣
樹
の
会
が
１
９
９
６
年
に
ま

と
め
た
番
付
表
で
は
、
高
知
県

の
本
と
並
ん
で
菓
の
標
綱
に
位

置
付
け
ら
れ
た
。

た
だ
、
山
奥
深
く
に
あ
る
た

め
人
が
な
か
な
か
近
づ
け
ず
、

状
態

の
確
融
は
容
島
で
は
な

い
。
調
査
団
員
で
県
醸
樹
の
会

副
会
長
を
務
め
る
間
朗
弘
光
さ

ん
に
よ
る
と
、
斡
回
の
調
査
が

睡
樹
の
会
と
し
て
も
９６
年
以
来

の
本
格
調
査
と
み
ら
れ
る
。

カ
ツ
チ
は
主
幹
が
衰
え
る
と

周
り
か
ら
勢
が
た
く
さ
ん
育
つ

「ひ
こ
ば
鬼
」
が
特
毀
。
子
持

塙
カ
ツ
ラ
は
既
に
基
幹
が
朽
ち

て
磯
部
は
建
綱
で
、
周
り
の
韓

が
築
ま

っ
て
伸
び
て
い
る
。

穣
鐵
や
歯
風
に
よ
る
積
の
欠

損
が
認
め
ら
れ
た
が
、
肩
審
虫

な
ど
の
毅
書
は
な
く
、
健
康
紋

態
は
良
好
と
判
断
喜
れ
た
。
樹

木
医
的
八
ホ
豊
☆
さ
ん
は

「薬

り
つ
き
典
合
も
良
い
監
と
目
を

見
機
り
、
豪
雲
地
稀
の
た
め
カ

ツ
ラ
の
好
む
湿
潤
な
環
遠
が
保

いた
珈
て
い
る
こ
と
が

白元
気
の

秘
訣
」
と
指
摘
し
た
。

一
方
、
大
事
事
避
計
測
し
た

と
こ
る
、幹
回
期
は
１５

。
９
解
、

繊
画
は
３８
紺
だ
つ
た
０
間
明
さ

ん
は

「
こ
れ
ま
で
と
の
違
い
は

駅
鐘
の
範
囲
内
だ
が
、
今
回
の

数
値
を
薗
出
市
な
ど
に
報
曽
す

る
」
と
話
し
た
。

樹
木

・
植
物
ダ
ル
ー
プ
は
今

後
、自
峰
の
「太
田
の
大
ト
チ
ノ

き

逮

録

Ｑ

投

膵

置

な

ど
蓬
調
べ
る
。
小
谷
二
郎
ダ
ル

ー
プ
長
は

「巨
樹
ほ
信
仰
の
対

象
に
も
な

っ
て
い
る
。
人
々
の

暮
ら
し
の
歴
史
を
知
る
上
で
も

調
査
は
重
要
だ
」と
語
っ
た
。
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